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東公民館の表丹沢を巡る催しいろいろ
東公民館では、表丹沢や大山、東地区の歴史や自然を巡る催しをいろいろ行っています。令和５年度に
行った催しを紹介します。コースの見直しなどを加えて、来年度も引き続き行う予定です。開催日近くになり
ましたら、この館報や広報はだの、公民館内の掲示などで募集しますので、是非ご参加ください。

ヤビツ峠を出発して、岳の台、菩提峠、表丹沢林道、桜沢林道、
葛葉の泉を巡って表丹沢野外活動センターまで歩きます。
木々の新緑の息吹を感じながら、山道沿いの満開のヤマザクラ、

ヤマブキ、何種類ものスミレなどの説明を受けながらの行程です。
新年度は４月１７日（水）に実施を予定しています。

東公民館を出発して、道標や道祖神などを確認しながら、かつての大
山道を辿ります。道永塚、末広小学校、クリーンセンターの前を通り、女
坂で弘法山に登ります。昼食後は旧善波峠、矢倉沢往還の切り通しを
通って東公民館に戻りました。

矢倉沢往還は赤坂御門から厚木を経て沼津宿に至る古道で、江戸時代に
は参勤交代で賑わう東海道の脇街道として物資の輸送や富士、大山の参詣
路として多くの人に利用されました。切り通しには享和2(1802)年の聖徳太
子塔などがあります。

東公民館を出発して、いより峠、みそぎの大滝を通って、大山阿
夫利神社の社務局までのコースを歩きました。

このコースは県道701号大山秦野線(全長4.9km)の一部で、
寺山と大山を結び、かつては東地区と伊勢原をつなぐ身近な生
活道路だったそうですが、現在の車社会では利用する人もなく登
山コースからも外れて荒れていました。第3回古道大山道を歩く
は、3月1日に蓑毛から東公民館を経て渋沢駅までを歩きます。

東公民館周辺の集落や里山を歩きながら、身近に見られる木々や草
花、鳥や昆虫などの自然観察をしました。
例えば、カラスウリの提灯のような実を割ると出てくる種は三角形で、

カマキリの頭に似ていることなども身近な新発見でした。公民館の近く
ではカラスウリよりも一回り大きいキカラスウリを見ることができます。
東電の変電所の近くでは陽に照らされた赤や黄色の紅葉が一段と鮮

やかで、一面の華やかな絨毯の中を進みました。

今回紹介した以外にも、春の自然観察ウォーキング（5月）や東地区体育協会との共催による東地区
の名所旧跡巡り（10月）、東地区子ども会育成会との共催によるわんぱくスクール（7月、12月）の開
催を予定しています。

寺山と落合の境にある道永塚

鮮やかな紅葉が見られました。

4月 春の丹沢の自然観察会（表丹沢を歩く）

５月 第1回古道大山道を歩く 弘法山～矢倉沢往還

１２月 第2回古道大山道を歩く ～いより峠～

１２月 自然観察ウォーキング
みそぎの大滝

満開の山桜
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この他にも色々な活動を行っています。右のＱＲコードをスマホ等で読み込ん
で、ホームページを訪問してください。

幼児向けの楽しい人形劇です。
日 時：３月８日（金）

午前１０時～午前１１時
募 集：就学前親子50組
参加費：無料

はるたけ人形劇場

秦野産の大豆、麹を使用したみそ作りを親
子で挑戦しませんか
日 時：３月１６日（土）

午前9時３０分～正午
募 集：小学生親子６組
材料費：2ｋｇ ２５００円（予定）

（3ℓ程度の容器を持参ください）

秦野産大豆・米麹で親子みそ作り

かつての大山道を途中の道祖神、石碑
などの説明を受けながら蓑毛バス停より
渋沢駅まで歩きます。
コース：蓑毛バス停集合～富士道～東公
民館～文化会館～国榮稲荷神社～渋沢駅
日 時：３月１日（金）

午前9時～午後３時
募 集：２０人
参加費：３２０円

古道大山道を歩く

四季の風景を中心にして、市内のアマチャ
ア写真家による合同写真展を行います。
また、初日には出品者によるギャラリー
トークも行います。
展示期間：２月3日(土)～2月２３日(金)
ギャラリートーク：

２月３日午前１１時～正午

四季の写真展

わらべ歌を中心に絵本の読み聞かせを行い、親
子のふれあいを図ります。
日 時：２月５日(月)､３月４日(月)

午前１０時半～１１時半
募 集：就学前親子 ５組
参加費 ： 無料

親子で遊ぼう「絵本とわらべうた」

所蔵レコードの持ち込み大歓迎。御薦めの1
曲を皆で聴いてみませんか。
日 時：２月２１日（水）3月２７日（水）

午後１時半～３時
募 集：５０人 参加費：無料

レコードカフェ・メモリーズ

≪2月・3月の展示・講座案内≫
「広報はだの」掲載日の８時半から受付けます。詳

細はホームページに記載しています

東公民館
ホームページ
（講座案内）

１１月14日～28日（全５回）
ケーナを作って吹いてみよう

１2月1日
古道大山道を歩く（いより峠）

１2月2日
Winter Jazz Concert

１2月6日
うたの泉

１2月7日
里山自然観察ウォーキング

１2月9日
道祖神ワンダーワールド

１2月23日
親子お正月のお飾り教室

１2月23日
マーカーでイラストを描いてみよう

活動紹介
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館報「はるたけ」では東公民館で活動中の生涯学習サークルや団体の活動紹介、メンバー募集な
どの記事を掲載しています。紙面に掲載を希望される生涯学習などのサークルは、東公民館に御連
絡下さい。
また、メンバー募集への応募やサークルに参加希望御興味の有る方も、東公民館にご連絡下さい。

☆仲間募集中☆

☆仲間募集中☆

蓑毛地区にある大日堂（宝蓮寺）の仁王門に
は、秦野市の重要文化財に指定されている、阿
形像と吽形像が有ります。（現在、修復作業中
です。）
これらの像が作られたのは、１２世紀（平安時

代末期）と見られており、神奈川県最古の作例
で、東国でも稀な古像となります。
この様に古い像が現在まで持ちこたえてこら

れたのも、先人の努力と理解があってこそのも
のです。
ＮＰＯ法人大日堂保存会は、先人たちの思い
を引き継ぎ、未来へ伝えていく為に、大日堂の
歴史的文化財産の保存活動を行っています。
歴史的にも非常に価値の有る、大日堂の保存

活動の為に、大日堂保存会への御入会をお願
いします。

うんぎょうぞう

吽形像
あぎょうぞう

阿形像

ケーナ愛好会は、「ケーナを作って吹いてみよう」と2016年の秋から東公民館で始まった講座の
参加者が始めたサークルです。

2017年10月28日の公民館まつりが初舞台で、14人が「竹田の子守唄」「赤い川の谷間」
「もみじ」を演奏しました。
あれから7年、今年度の公民館まつりではフォルクローレの名曲「花祭り」を含めて4曲を演奏し

ました。打楽器やサンポーニャも加わり楽しい演奏になりました。
秦野産の篠竹を使い、マイケーナを作り演奏するサークルです。先を急がず、楽しみながら技量を

上げ、最近は高齢者の方の集まりに伺い、楽しんで頂けるようになって来ました。
参加されたい方はいつでもどうぞ。練習日は、第1・第３の日曜日9:30～11:30です。

※ケーナ（ quena）とは、南米ペルー、ボリビアなどが発祥の縦笛で、サイモンとガーファンクルの名曲「コ
ンドルは飛んでいく」で知られるラテン系民族音楽のフォルクローレの演奏には欠かせない楽器です。

東公民館まつりでの発表の様子 手作りケーナの調整をしています

ケーナ愛好会

NPO法人はだの大日堂保存会

大日堂
仁王門

大日堂保存会ＨＰ



公民館利用団体登録(更新)のお願い
利用団体登録は、毎年更新していただく必要があります。
4月27日(土)までに、利用団体登録票に必要事項を記入し、

東公民館に提出してください。登録票は事務室、又はHPからも
ワードの文書をダウンロードしてご利用いただけます。
・利用者説明会 4月13日(土)10～11時

〃 16～17時
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作品展、写真展、絵画展など、活動の成果発表に展示コーナーをご利用ください。

1月14日から28日まで、２階の展示コーナーで「実朝まつり写真展」が開催され、大勢の方々にご覧
いただきました。年に4回開催されるアマチュア写真家連による「四季の風景展」は、腕を凝らした全国
や地域の絶景が見られると、毎回好評です。昨年１２月の「日本の道祖神展」は、講演会に合わせて行
い、展示だけでも地域の風習や文化に触れられると感想をいただきました。
公民館では、公民館を利用される団体の作品展示や研究発表、写真展や絵画展などを、2階の展示

スペースや1階ロビーなどで行っています。
手芸や工芸作品、研究成果など発表の場を探していられる方は、どうぞご相談ください。

「四季の写真展」（1階廊下） 「日本の道祖神写真展」（2階ロビー）

図書室から
☆１月１７日（水）は蔵書点検

の為、午前９時～午後３時頃
まで図書室の利用は出来ま
せん。本の返却は図書室入
口の返却ボックスにお願いし
ます。

☆昨年１２月８日に本の入れ替
えをしました。新しい本がたく
さん入りました。是非ご利用
ください。

今年も名古木の森にフクロウの鳴く声が聞かれます。1月初めには我が
家のすぐ裏の林で鳴いていました。夕方から夜にかけ時には早朝、ホッホー
ゴロスケホッホーと聞こえる太い声で繰り返し鳴きます。

丸い大きな顔と全体に薄茶色をしたフクロウ類。留鳥として丘陵地から山
地の林に生息する夜行性の猛きん類で、主にネズミを捕食します。

羽音をさせず丸い翼を軽く羽ばたいて飛び、前を向いている目など夜間
狩りをするのに適した体のしくみになっています。

大木の洞などに営巣しますが巣箱も利用します。以前、名古木のスギ林で
地上近くのスギの洞に営巣しているのを見かけたことがあります。

文・絵 秦野自然研究会会員 岡田榮子
参考 日本野鳥の会「フィールドガイド日本の野鳥」 高野伸二

2・3月の休館日（原則 毎月第２月曜日）
2月12日(月）・3月11日(月）

東地区の自然紹介

東公民館からのお知らせ

丸い大きな顔の夜行性の猛きん
フクロウ（梟）－フクロウ科－

実朝まつり写真展(2階ロビー)


